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1２９ 

英諦教育： 私のリスニング指導の実践報告

－lULimiと音楽を使って－

''’’１ｍ長子

クラスの現状と背景

ilJ年学1Vl初めに学生にＩ１ｌｕ紹介文と英詔にllMするアンケートを書いてもら

う。その''１で|l立って多いのが「iＸ（僕）は英詔が嫌いでこIYi:JHですからよろし

くお願いします｡」というくだりである。’１本文化特ｲ1.の謙遜した表現という

ことを老噸しても，【'１`7:，iloli佼と合計６年'''１英詔の勉強をしてきた学生のうち

75％以Ⅱ)の人がrl信を失い英語に興味を示さないのは異常な21iL態といえる。

そして「災iWiは嫌いだけど．/k懸命i剛lﾐるのでlii位をください｡」と続くので

ある。英語の`I技能のうち(１１が嫌いで1J｢手なのか尋ねてみると，リスニングと

スピーキングが'1}来ないという稗が大半である。どんな勉強法をやっているの

か，またどんなふうに兎ｌｌＩｉしようとしているのか，どんな労ﾉjをしてきたのか

聞くとIiIHに(１１もしていない状態なのである。

リーディングとライティングは''１１題がないというので災firRWiljllのスポーツ欄

のコピーを渡し，一読させた後，111}球の試合結果やＮＢＡやテニスの勝者や選

手の名前，（'ﾘ勝何敗か，と゛ういう試合はこびであったかなど次々に質ｌ１Ｉ１してみ

る。しかし災fiP:新ｌｌＩ１を始めて手にする判Iも多く，兇'1lしの解釈がやっとで難

しいlii語を辞iIl:で調べないとわからないのに先2ｔはむちゃな蘭'１１１をすると逆に

怒るのである。夕べ11↑球を'1,Ｖで観戦した人はいないの？テニスは？サッ

カーは？としばし英語を離れるとざわざわという私語の''１から，ああだっ

た，こうだったと試合状況が話題(このぽI)，クラスがもl)あがり，なごやかな

雰ＩＨＩ気に包まれていくのであるclFl際化がllllばれて久しいが，これがクラスの

現状なのである。学生逆は嫌々英語を勉ﾘj1してきてリーディングもコミュニケ

ーション英語もほとんど身についていない。１９１分のため(こ勉強してきたわけで

はなく，たださせられてきた，知識として判ってきた，点数のX)だけに時''１１を
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さいて'１%記してきたようである。実にi1I哀想で役に1'たない勉ﾘjliをしてきたも

のだと思う。Ｗ〔攻が英語ではないとはいえ，モーテイベーションは点数をとっ

てlii位を満たすことで，信諦の習ｉＩｌやそれを将来にいかすという'【n点にｸ〈けて

いるのである。節２言･柵U柵のための態度と動機を研究した(;a｢(lI1cr､ＲＧ

＆LaInl〕c｢t，Ｗ｣〕.（1972）の２つのmotivalionのタイプ，insI｢umcnIill

1lIolivaIio,］（蛸２言語のＷ得をゴールにめざし，そこに]１達することがlil)機）

とｉ,)IegrillivoIlIoIiviltioIl（節２Ｆ『語の国の文化や人に接触したい，その社会

の-.1Jにな')たいというＩ[(望から;希冊習得にllIl)組む動機）の純峰にも入らな

い状態なのである。もっと」２級を|]指したassi1nilaIiveInoIivaIioI，（鋪２了；

語のlElに完全に|両I化しり』地の人とみわけがつかなくなる;|)鯉ｉをめざすlilﾉ'約と

はｲM遠く縁のない状態なのである。専'''１家の研究の対象からもはみだす始末な

のである。

ではどうしてこうなってしまったのであろうか？１１本が島|l(|として他のＩＥＩ

から独j>:していK)ので人の往来が少なく，第２言語の必洲｛ｌｉがなかったからだ

ろうか？それまでの災iWiの勉強が文学中心の訳読法で行われてきたからだろ

うか？いずれにしろ，英語が'１１:界j1ijmの言語となった今，英諦を)岬Iけるこ

とはⅢ来なくなってきている。llWILが一つの脚と化したり1代において，英語が

１１}来ないとくⅥ１１１の文''１１(を読むことや|U:界との収})リ|きやインターネットにさえ

取り残されてしまうのである。時流仁のl)遅れないように文iiIl杓もI99lIｲｌｉに学

剛什導要緬をコミュニケーションllLL､に改定した。そして学校英語にオーラル

コミュニケーションハ，Ｂ，Ｃが鴬入された。しかし平成６ｲ|:以後と以iiiiの英

語の総合ﾉﾉおよびリスニングノノに際立った学ﾉﾉ差は見られないと,釧iii（1999）

は述べている。クラスでの英語の学習（learning）を言諦迎)'１（uMge）にi1.5

め，学生をI9l111｢|ｲｌｉな詩語l1lilll（use）まで脂導し，節２Ｆ浦ＩｉＷｉＩト（ac(luisi‐

Iio1l）に導いていくのは並み大llRの努ﾉﾉではできない。Ｗｉ(|(Iowsoll（1978）

がいうように社会的必然性や教育'三|係よ})も，やはi〕勉強するｌｌＩＩの心の持ちよ

うがmliである。学ＶＷＷ)動機と態度が習得を決定していく。

，noIivali〔),,を教ｱﾄﾞ心川1学のlllliIiiからさらに２つに分けiIII｢insic11loIiv汁

IioI，（|ﾉ１発的l1il)機）とext｢iIIsicmolivalion（外１１;的』lilﾉ機）に分j(i(してGar(|‐

､e｢,Ｒ・(Ｌ＆Ｌ(I1nl)(､｢1,Ｗ12.の節２喬詔判１１｝論を広範ｌｌｌｌにiili1llした学稀がい

る。KiIllll(?(PnBllil()ｙの“Ｍ〔)tivaliollDich〔)Io1I1ics”である。この分〕〔Ii1」iは

BIrown（](剛Ｉ）によると，I11tegrativeinlri1lsicllloIivalion（第２言iWilllilで
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生iiiliすることを'1標に'２１発的に言語習得する：例えば移lCや#,'洲など)，［皿

tegrativcexI｢illsicmoIivaIio11（1皇|発的ではないが第２言語をｊ卿｝させよう

と外部から肋機づけをする：例えば親が]r･ともを英会話学校にｲTかせる)，Ｉ趾

st｢uInenIaliIlI｢insicmoliv;Itio1l（第２言語を使いこなすことを'三|標に自発的

に独得する：例えば仕PliのためやＷｌ学|Ｉ的)，Inst｢u1neル,IexI｢i]】sicInotiv〔L

Iioj，（外からのlEﾉjでﾘjiIlill的に淵{を独得させられる：例えば[１本の企業が}|：

貝を語学1W学させる）の`ljlnl)の動機に分類している。

私の挙りiの勉学態度はまさに1,,sl｢ume1llalexIriIlsic1notivaIionまたは

Integ｢aIivcexI｢insicmoIivilli()、というカテゴリーに入る。リdiiljll的で親の勧

めや，入試のため，成紙やIli位取(￥といった''1川を媒介にした外圧的動機

(exlrin船ic）による受動的な勉ﾘji法なのである。楽しみもりU'1,Ｍ)なく日;鄙ｌｉも

ない。そのような勉強は'１編｡'''心にならざるをiMLない。こんな11ｶ機から生じる

勉学態度は嫌い，辛い，祥｢，やる気がない，成績も悪い，逃げ(})したいなど

マイーノースiIiiが強調され，結lnj身につかないということにな')はしないだろう

か？

このＪ１状を打破するには，l1MjM1であるAssinIilaIiveInotivaIionに到達する

のが一薪だが，少なくともIllIcHrative（inI｢iIlsic）,noIiv(,tionに近づく必要

がある。岐大限に譲歩しても，気持ちを切Ｉ)詩えII1st｢umc1lIalint｢insic

motivationな姿勢で勉ﾘ｡ｉに''１１)組tMZ､要がある。すなわち'１隙（夢）を持ち，

そのｿanにlr1Iかって楽しく野ﾉﾉし，興味をl(ｻﾞって[1発的に勉ﾘjけるﾉﾉ法に切Ｉ）

杵える必j災があるのである。そして英語をやってきてよかったというiiYi足感，

成就感が味わえたら！耐jである。この場をかりて微ﾉ｣ながら私のクラスの取り

組みを紹介したい。

テーマと教材選び：

学/|：一人一人にしっかi)した'二|的意識や1mﾉﾉ機，勉強する範|)Ｉを1ﾘ]確にするた

めに次のような伽１１１をした。なんで英語をやるのか？（ｉ１のために英語をやる

のか？どんな英語をやるのか？やI)たい分111は('りなのか？すきな分野は

(Iilなのか？やれそうな範IIllはどこまでか？この－．年の英語の勉iMiのゴール

は何なのか竿である。学』ｌｉの;欄{は，「英語|`|に'１}かけていって英語を実際に

使って友人を作った})しliilIiがしたい。｣，「映ｌＵｌｉを英語および']本語の字幕に執
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らずそのままjiLて｣qlMlWしたい｡」というものだった。'1ｹ''１|のilill約ぺ』人放の|弧}係

などから私が'4|{Ｔｌを排って教えれる範|Ⅱ|はあくまで基IiMi的なことであること。

学生の英語ﾉﾉを(iﾙﾘﾐに'''1ばすにはそれだけの覚悟と野ﾉ｣が必挫なことなどを話

し合った｣:で，lUIHIDiを使って授業をすることに決定した。皿''１はZliきた英語に

触れれること。ノノ'五ｌｊＩ狐の話題やllIi報が得られること。楽しく兄られるし勉i｝ｊ１

できること。〈i)返しjiLれること映像，音jilf，英語の?↑輔を(I1jってリーディ

ング，ヒアリング，カルチャー（異文化ｲｲ験）が学べること。益jMi人物に感|パ

移入することで迷う人１Ｍ蝋ができること。人IM11111係や｛l:会'''1題など様々な'１１１

題が勉強できることなどによる。（iliう映imiは「タイタニック｣，「腸の当たる紋

塞｣，「イマジン｣，「マイフレンズフオーエバー｣，「lノミオとジュリエット｣，

｢今を生きる」などを)'１なした。これらの作１W,を選んだのは一部または全部を

鑑賞することによっていろいろな形の人の愛をテーマにしたいと'三|論んだから

である。「タイタニヅク」ではﾘﾉ女の愛を，「腸の当たる教主」と「イマジン」

は父とALl､ｲ･の愛を，「ロミオとジュリエット」は敵どうしの,|,のり)次の愛を，

｢ﾉrをLliきる」は友I1IiとIili弟愛を，「マイフレンズフォーエバー」はlｿとALA7.の

愛と友I11jをテーマに人lIiについてよ})深く考え，感じてほしいと刺X|したので

ある。

英語字幕付き映画

人気ナンバーＩのlﾘﾛu1i「タイタニック」を手始めに鑑10tすることにした。英

語字締（キャプション）をImliili(こllfぴ}l}し，１１で映像と蛎胖;iW1を辺いながら

lIil時に11.でff声英語を''１１き収I)191解するという作業である。イヘ'ホンをつけ，

初めは再んで－．'|<懸命食い入るようにl1hiiiliを見つめていた学１１Kが20分後ぐらい

からしきI)にあくびをするようにな1)，イヤホンをはずしてしまい，机にうつ

ぶせに渡てしまうようになった。クラスの半数以上が!'§''１ﾉﾉがきれた状態にな

ったのでビデオをIlzめて｣[1l1Il1をlll1いた。すると「'二}で読む英語と11.からljH〈英

語は|而1じ文f;rでもli1じものとは思えない｣，「IlIlLi111iのようにlZl然なlilさで話され

る英語はｌｌＩｌさllYれない｡｣，「英語４１｢:嫌の速読は111(iJlI1｡」と学ｌｌＬたちは｜｜々に言

い，英語でのIulL111j鑑１１ｔはｲ<'１能と諦めている『,ＷＩＩｉかに，オーラルイングリシュ

を|ﾙlきllYるという'１１１Mmを兎111iしないと，IDL画を１１'１１Wするどころか梁しめない。

学生達の11.は災ii(iにﾙＩしてiilI聡状態なのだから。では学生たちがｌｉｉｌえる１１#''11に
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稗は無いのであろうか？杵はただ一つ，“習うより,lftれろ”である。災iM洞に

幕らす人と|両|じ環境を作I)英語減けにすること￣英語のイマージニ'ンプ1Jグラ

ム化一が州i雌llMjを！〈i療し，英語をマスターさせるｿ11i院である｡そこで確実で

より速くi制(するために|if声英語の特徴である伽リリズムやff変化を音楽を使

って1脚することにした。音楽でL｢を償らし，英語雌Ililjを改善することで英語

圏の人と|両１じょうに映画を見て楽しめるようになるはずである。

ではなぜﾉｌｉの英語（音声英洲が聞き取れないのだろうか？学生が脂摘し

たようにリスニングの難しさは次の４点にある。

１．１１．１【１１れしていない。つま})速度が速すぎてついていけない｡

２．ｌｘ:切})のない英語（くずれた筋if英語一生きた蝿|(）はlii語を逐一発育す

る学校災iWiではnWWできない。

３．ｌｉｉ語ﾉﾉｲﾘ１１のため発背をllllいても意味に紬ぴつかない｡

４．文字で11｝いたものは練Ｉ)返し読めるが，汗声英語はii1iえるので1111解できな

い。

英語iMli1Mjという'1稗;を采り越えリスニングをマスターするのはどうしたらい

いのだろうか？私はその解決策として音楽を利川するのがいいとど･えた。そ

の根拠は次の５つの｣ll1ll1による。

１．英語のﾘｹﾞ微は強リリリズムが交1[に表れ(楽のリズムに介孜する。

２．学1kは(|Rまれた１１$からコマーシャルやｲ･守:{)(など宵楽にｌ１ｌＩまれてf｢ち，青

梨が好きであると|而１時に青感が発達している。

３．言難の持つメＭティーがそのlIil特ｲ1｢のff楽を作')１１)している。例えば独語

がリードや行進'''1を生み'１}し，仏語がシャンソンを〆英語がポップスやバラ

ードを，米語がジャズやカントリーソングというように。１．と共通してい

るが少しニュアンスが述う゜lH1lI（1995）

`1．’1本諾は｢･音がすべて{砒斉と結びつき音となる言諦であるが，英語は子背

にｲl7lilPf，無７'ｉ音の区別があるように，音を||}さない無ｊｌｆの７．宵･が１１<''１あ

る。宵を全ﾊﾟ'1発'1fし，llllいている|｣本人の11.にはffが)111〈lﾘ:11fとも結びつか

ない1111声の｢･ffで終わる英語をllilき取ることはｲ《１１１能に近い。ＩｌｌＭしる必要が

ある。１１f楽ではメロディーにあわせ歌うので少しllllき易い。

５．１|[のjli転やコンピューターの操作と何じょうに知識ではなく川ｲ（で覚えな

いと使えないのが会iilIiである。その定着に音楽がｲ'･効な働きをする。
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以｣二のことから音楽をｆｌＩ１ｌＩして音)li英語をマスターするのが舷良の方法だと

考える。それで学生のリスニングﾉﾉｶ高まり，学校英語のlU:界（書き言莱）か

ら生きた英語の1仙界（話し言葉）へと移行できれば大成功である。ぜひ橋渡し

をしてIanguagelea｢niIlgをIallguageusageに広げIallguageuseというゴ

ールに到達きせacquisilionを完成させたい。次にその指導法を紹介する。

リスニングスキルの指導

基礎編として「ジャズチャント・フォー．チルドレン」やポップソングなど

から５Ｗ111のiWiLiiな疑'１１１文や平叙文の歌を選びテープで|;|ｌかせ，デイクテー

ションさせる。どうllHこえたかを学lliに発表してもらい板書する。Ｉ|：解をビュ

ーアーで提示しながら述って聞こえた音声英語の原ｌＭと理['１を音声学を)'１い理

論的に説明する。学生が納１１卜し脳に定論するまで何'Ⅱ1もシャドウイングさせ

る。リズムに遅れないように，jIi砿(こ真似ることで英語特７７のリエゾン，強弱

アクセント,リズム，イントネーションなどが修得できる。この５ＷｌＨを聞

き取り発音できることで英会話の基礎が学べる。また会話の大部分が理解でき

るようになる。JII1解できると自分でも話したい誘惑Ｉこかられる。その結果，英

語に対する恐怖心が消え，｜芒|信捌iまれ，’二1発的に楽しく勉強するようにな

る。またメロディーと言葉を一緒にインプットする事で，英語を－１卿(の''１で

[１本語に置き換えて（翻訳して）Ｅｌ１解する恕習を断ち，耳から受信した英語を

ストレートに理解していくｉｉｌ:聴ih解の習慣力清つ。

さらに同じ歌詞を便１１Ｉして，英語に朴有な音変化の特徴（音の弱化や脱落，

リエゾンやln1化など）を理論的に具体的仁説[ﾘ)する。ITI.、言葉を用いて音変化

が実際におこる過職をｲｲ駁させる。晋声英語ではり』!〈ハッキリ長くり6flLfされる

lli語が意味を伝える内容語（名詞，形容詞，動詞，１１１１１詞からなる）であること

をI1l1解させる。その部分だけ集Il1してIlllけば意lルミがつかめることを実体験で理

解させる。リリ〈速く不lﾘ|隙に発Ｉ子される筒mrは意味に関係ないが，文を作るた

めの機能語であること，lii語が繋がったり桁略されたI)しているが|ﾉﾘ容理解に

は関係ないことをわからせ安心させる。強い音と弱い音が交互に表れるという

現１１'1があI〕，その繰り返しでリズムが生まれることなどを教える。慣れてしま

えば，Ｓ（=i；語)＋Ｖ（動詞）を'111いただけで話の筋が予測できるようになり，

頭の'|'で自分の返梓を考え||}す余桁ができることなどを悟らせる。とにかく英
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語はiWilliな言語でｌＵ:界''１の人が１１１１『せる言詔であることを~｢解させ宏`L､させる。

このようにポトムアップ式でリズムに乗り楽しみながらリスニングノノを商める

と，英語難聴も徐々にlnl復し，映画の急テンポの英語も11.で自然に｣[1Ｗできる

(こようになる。

↑ｉｆ楽を使ったリスニングノｊｌＨｉ導は授業の1iii半30分にとどめ，後半は先にあげ

た英語字蕪付き映i1Iiを見て聴解ﾉ｣を定着させる。

実験：

リスニング|H噂をしたクラスが本当にリスニングノノが上がったかどうか調べ

るため|【l:会学部のＩｲ'2生２クラスを力`l象にiiHHWﾐ験をする。

指馴U11111：1998ｲ|：４月～12)lまで（週］ＩＤ'90分，計221ijl）

被験昔：社会学部一ｲ'１生２クラス：ヒアリング指源をした後英語`↑嫌付き

映iu1iを見るクラスを実験群として｜クラス（41名）と柵りなリス

ニング脂導をしないで英語字維付き映mliを兇ろ統制llliクラス（`'’

㈹１クラス。

教材：キャl]ライン・グレアムの「ジャズチャント・フォー・-ノールドレ

ン｣，歌のテープ，教科書「エアーウェーブス｣，キャプション付

き映ilIi，「マイフレンズフォーエバー｣，「タイタニック｣，「陽の

当たる教室｣，「イマジン｣，「ノアをﾉﾋきる」など。

使川教室：ＬＬ教室。ＬＬ機器位)'1。

キーワード：シャドーイング，デイクテーション，インプット1M1論，ポトムア

ップおよびトップダウン理論，イマージョンプログラム

宵ｊｌｒ学111語：強勢iWi，弱勢語，｜ﾉl容語，機能語，英語のリズム，イントネーシ

ョン，リエゾン，ｆｆの脱落，｜両I化など。

研究|Ｉ的：学生の英語リスニングノノを粁楽や映画を使って高める
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説：正しいリスニング|什導をすれば判iのリスニングノ｣がＭ､する。

学校英語（一語一語ハッキリ苑１１fする英語）から生きた英語に変

換できる。英語を映imiで学びりU味を抱くと学生の動機や態度が変

化し英語がすきにな')［}信をもつようになる。

仮

$iiiIy鮒ＩＩ淵鯏ｉｉＩｗ塑剃臓

伺i鱗JjliiLlW2］
授業の進め力 ｜空Ｆ

１
 ’ ﾛ 

リスニングの特訓

｢－－戸一コ－１－－￣
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リスニングテープ(歌またはチャント)の

デイクテーション

答を説l川

強勢語（|ﾉﾘ容語）のチェックと確認

教科書AirＷａｖｅsを使った

リスニング

<亙Ｉ

映画を便)Ⅱしたリスニング

|菱薫二iiM蝋艀リム【iil時:聯付きlUlLmiを鑑iける

「１

Ｊ 

[~厩?~ﾖｰｰｦﾆ~］
英語スクリプトの和訳や文化

的背離を学生が発表する

ポストテストとしてプレテストと同じテストＢ，Ｃを年度末に行う。その差

でリスニングカがどれだけ上がったかを調べる。学)Ul初めに実験クラス，銃Ilill

群クラス共にテープに教科書の英語の一部と映画の台詞の一部をシャドウイン

グきせ録音さｵしる。年度末にliT1じ箇所をテープに１次き込み'１１１き比べる。学生個

々人の英語の発音，リズム，イントネーションの成長の跡がil111れる゜

結来：

リスニング指導した実験クラスはリスニングカが'''1ぴた。（表１，２参１１M）

テストＢがプレテスト30.3からポストテスト75.2にな')約２倍以｣1の成紙にな

った。テストＣもプレテスト53.6がポストテスト78.3になり2`1.9点も上昇し

た。聞くことがlll来なくて残念だがシャドウイングのテープも彼101には流暢な

英語にな})，帰国子女に聴いてもらったらネイティブと変わりないという褒め
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言葉をもらう学41iもｌｌＩｊﾘIした。銃Ilill群クラスもそこそこ(''１びたと言える。（表

１，２参11((）教ﾄﾞﾄﾈ１１:がリスニング111なので顕椚:ではないが成l芝の証が),しられ

た。テストＢがプレテスト30.6からポストテスト52.6になり22ﾉﾉ.((111ぴた。テス

トＣがプレテスト50.`|からポストテスト65.9にな')15.5ﾉ,'１(''1ぴた。２クラスの

テストＢの成績の述いはリスニング|牌に宵の変化を導入したかしないかで変

わったのではないかとA1(う。峡iIDiの英語の'111き取りなので大兼が出た。テスト

Ｃは学Ｌｌ２の得意な:{)(の'''１き収I)なのでテストＢに比べ成l&の度合は低かった。

表ｌテストＡ，Ｂ，Ｃの平均値（プレテスト）

Ｋ
－
６
ｌ
Ｉ
ｌ
 

２
点Ｆ１ 

h｣ 

表２テストＢ，Ｃの平均値（ポストテスト）

|テストＢ

実験クラス

統制腓クラス

純一恥薑

結論：（学生の感想から抜粋）

音楽を使ってリスニング脂噂した結采，学'１１の英語力が(''1ぴた。音声英語を

そのままXll1解するＷＩｌＩＩがついた。英語が大好きになった｡災iWiに|:|信がつい

た。トーフル〆英検，トーイック報を受験する学生が蝋えた。う縞が英語らし

くリズミカルになった。映仙iやインタビューテープの速度が速くつながった音

の英語でも理解できるようになった。歌はメ1]ディーだけでなく歌詞を味わう

ようになった。英語を'''１き話すのに少し'1【杭が雌〈なった。映l111iがキャプショ

ンだけでもiIii白〈観れるようになった。このように学生の感iu1が成長の証を語

っているので，’''１題点も残っているが仮説は計l1hiどおり証lﾘ}されたと思う。最

初から英語がすきでｲｌｉＩ斑的に収l)組んできた約10％の学生は又休みにトーフル

(500点を越えた）や英検（ilIil級）を受け，将来の夢に|ｲﾘかって前進してい

る。
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リスニング指導の成采：実験クラスの感想から

Pq 

L｣ 

'1M題点：

時ＩＭＩが足りないのでスピーキングができない。

一人一人の力がどれだけ('|'ぴたか凡てあげられない。

ペアワーク，グループワークなどのクラスの交流が少ない。

クラスの雰囲気：

リラックスしている。楽しんでいる。熱心に峡ｉｍを見ている。械極的かつI皇｜

主的に英語を勉強している。ｌ:|情を強めている。友人や先生を信ilJiしコミュニ

ケーションしてくる。

映画好き（111しl]水語字聯） 映画大好き，災iWi字維も抵抗がない。

英語のキャプションが読めない`： 短い文，ｌＯｉｉｉｉＷｉぐらいまでは読める.

台詞が耳に入ってこない。 耳から台詞を聴くとliij時にlilで災;Ｉｉの台詞が確認

できるようになった。

映画の台詞なんて覚えられない。 短い印象深い台詞が1÷l然に[二1からⅡ}てくる。

英語が話せない 何か話したいii門せそうな感じ。

歌の歌詞のljllけないので興味がな

し】 Ｃ 

M1:われる歌詞も鑑１１ｔするようになった。

英語のインタビューは難しくてＩｌｌ１

けない。

英語の感覚が|防ぐようになり

〈 ◎ 

|Al容の兄当が付

IHIき収})ヒントがあるjﾙ合もあま

り確信が|〈ｻﾞてない。

はっき})内容がわかる。好き嫌いや感想，意見が

言える。

ijriI｣i=LnfWjm 
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感想：

クラス全員の英語ﾉ｣がｌｉｌｌぴた。リスニングノ｣力濡liiHiどう1)にのびた。生徒の

考える力ＭＩＩぴ大判二らしく成長した。
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